
検討の論点（将来的な海洋調査観測システム及びデータ共有の在り⽅）

（１）海洋観測・データ取得の在り⽅について
① 海洋観測・データ取得・研究基盤の現状を踏まえ、海洋分野において産学官を含めた
国内機関の連携を促進するために、強化すべき取組にはどのようなものがあるか。

② 海洋観測・データ取得・研究基盤の現状を踏まえ、海洋分野において国内の各機関が、
他国の機関と効果的に連携を進めていくために、強化すべき取組にはどのようなものがあるか。

③ 海洋分野における効果的・効率的な観測体制の在り⽅とはどのようなものか。
また、その実現のために強化すべき取組・技術開発は何か。

（２）海洋に関するデータ共有・収集・整理と他のデータとの連携について
① 海洋におけるデータ共有・収集・整理とデータ連携の現状を踏まえ、今後のデータ駆動型
研究の推進のために必要な研究基盤、強化すべき取組にはどのようなものがあるか。

② 海洋分野において、デジタルプラットフォームを構築し、それらを活⽤して成果を創出していく
ために必要な研究基盤、強化すべき取組にはどのようなものがあるか。

③ 海洋におけるデータ通信技術の現状を踏まえ、今後必要な研究基盤や強化すべき取組
にはどのようなものがあるか。

④ 国内外でデータ共有を進める際の課題は何か。
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